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酬
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輪
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地

利

の
韓
嫁
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政
治

現
象

の
本

質

・
・

海
運

の
濁
占

よ
り
生
ず

る
弊
害

・

世
界

経
済

の
意
義

・
:

鎌

倉
時

代

の
土

地
制
度

・

時

蛤
柵

爲
替

の
大
攣

調
と
対
策

・

瓢
訓

苑

■
法
學

榑
士
.

・
法

塵

土

.
法

學

士

.
法

學

士

■
文
學
博
圭

三 ・作…ノJ、・恒 涌申
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行 一 郎 恭 雄

・
渋
墨
榑
士

林

戸

正

雄

名
目
派

の
貨
幣
論

と
貨
幣

の
本
質

:

纒
濟
學
士

中

西

仁

三

一
子
相
続

制
度

に
就

い
て

・

:

純
濟
學
圭

八

木

芳

之

助

雑

録

"、
ル

ク

ス
説

に
於

け

る

噺貸
本

の
起

源

・
油
墨
博
士

河

上

酪
叩

東
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金
利
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場
の
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違
に
就
て

…

経
済
學
士

谷

口

吉
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'

〔

東
西
金
利
市
場
の
相
違
に
就
て

谷

口

吉

彦

一

、

・

金
利
の
鍵
動
に
關
し
東
西
金
利
市
場

の
異
同
を
観
察

す
る
時
は
、
興
味

あ
る
多
く
の
事
實
を
獲
見
す
る
。
吾

國
の
金
利
は
過
去
二
十
年
間
に
於
て
四

つ
の
大
攣
動
を

な
し
て
居

る
が
、
盲
ふ
ま
で
も
な
一
東
西
の
金
利
は
』

標
に
此

の
大
受
動
を
な
し
て
居

る
。
の
み
な
ら
す
時

々

刻

々
に
起

る
小
動
揺
も
亦
、
大
燈

に
於
て
東
西
相
懸
じ

て
、
同
じ
方
向
に
同
じ
動
揺
を
繰
返
し
乍
ら
進

ん
で
居

る
。
此

の
事
は
即
ち
東
西
金
融
市
場
が
密
接
な
關
係
を

第
+
八
巻
剛
(第
二
號
抑
一
四
六
)
鯛
曲玉
四
Q

有
す
る
こ
ご
か
ら
張
る
も
の
で
あ
っ
て
、
今
更
新
た
な

注
意
を
惹
く
に
も
足
ら
な
い
が
、
合
比

の
攣
動
の
跡
を

更
に
観
察
す
る
時
は
、
多

く
の
黙

に
於

て
、
両
者
の
問

に
相
違
の
存
す
る
こ
蓬
を
知
る
で
め
ら
う
。
第

一
に
、

東
京
金
利
が
大
阪
金
利
に
比
し
て
常

に
上
鞘
を
示
す
こ

ε
は
、
極

め
て
顯
著
な
峯
實
で
あ

っ
て
、
貸
付
、
割
引

定
期
預
金
及
び
當
座
預
金
の
練
て
に
就
て
疑
な
き
所
で

め
る
。
過
去
ニ
ド†
年
間
に
於
て
、
唯
明
治
一二
十
八
年
、

明
治
四
十

一
年
及

び
大
胆
九
年
に
於
て
極
め
て
稀
な
る

例
外
を
見

る
の
み
。
而
し
て
東
京
上
鞘

の
事
實
も
亦
世

間
周
知

の
事
柄
で
あ

っ
て
、
今
更
注
意
を
惹
く

に
足
ら

な
い
が
、
伺
ほ
仔
細

に
之
和
親
察
す
る
時
は

、
此

の
東
.

西
の
利
鞘

が
ま
た
注
意
す

べ
き
攣
動
を
な
し

つ
、
あ
る

こ
蓬
を
知
る
の
で
あ
ら
う
。
第

　
は
、
東
西
市
場

が
常

に
必
ず
し
も

一
定
の
利
鞘
を
示
す
も
0
で
は
な
く
て
、

大
禮

に
於
て
金
利
騰
貴
の
場
禽
に
は
、
両
者
は
次
第

に

鞘
寄
の
現
象
を
示
し
、
甚
だ
し
き
場
合
に
は
、
右
に
述

べ
陀
る
例
外

の
如
く
、
大
阪
の
上
鞘
を
さ
へ
示
す
に
至

る
も
の
な
る
が
、
金
利
が
下
賭
す
る
に
從

っ
て
、
両
者

の
間
隔

が
次
第
に
涼
ざ

か
っ
て
凍

る
。
鼠
み
に
前
記
の



四

つ
の
受
動

の
山

ざ
昏

の
各

々
に
就
て
競

る
特
は
、

此

の
事
は

明
瞭

に
看
取

さ
る

、
で
め
ら

う

が
、
更

に
之

を

一
働
明
瞭
な
ら

し

め
ん
が
燐

め
に
、
鍵

動

の
山

に
於

け

る
五

年

ざ
、
谷

に
於
け

る
五
年

ご
を
探

っ
て
、
各

々
の

利
鞘

を
比
較
す

れ
ば
左
表

の
.如
く
な

る
。

『

●

脚論理
毒
　難
険
朧
幡
羅

　灘

韓

山

ご
谷
ミ
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比
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孟
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預
金
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五
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利
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ほ
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貸
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に
於

て
入

毛
、
割
引

に
於

て
九

毛
、
當
座

預
金

に
於

て
二

厘

難
醐
録

東
西
金
利
帯
揚
の
相
違
に
就
て

利
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四
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大
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五
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究
四
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五
発
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〇

大
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二
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悪
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四
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四
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五

八
毛
.
定
期

預
金

に
於
て
⊥
ハ
毛

(年
利

)な

る
に
、
谷

に

於
け

る
そ
れ
は

、
二
厘

　
毛
、

一
厘

六
毛

、
二
厘
六
毛

第
十
八
巻

(第

二
號

「
四
七
)

玉

四

一

申
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『

雑

線

東
西
金
利
市
場
の
相
違
に
就
て

及
び
二
厘
七
毛
〔年
利
)
を
示
し
、
常
座
預
金
を
除

き
、
・

谷
に
於
け
る
刺
鞘
は
.山

に
於
け
る
そ
れ
の

一
.
八
仙
乃

至
四
、
五
倍
を
示
し
て
居
る
。

東
西
利
鞘
の
攣
動
に
關
し

第
二
に

興
味
あ

る

事
實

は
、
共
が
過
去
二
十
年
間
に
於
て
次
第

に
鞘
寄
の
傾
向

を
表
は
し
て
居

る
こ
ξ
是
で
め
る
。
吾
國
の
金
利
に
就

て
は
、
最
近
二
十
年
間
に
於
て
は
未
だ

　
般
的
下
落
の

傾
向
は
明
か
に
之
を
認
め
る
こ
ε
が
出
家
な

い
が
、
之

に
反
し
て
金
利
の
場
所
的
相
違
が
次
第
に
減
少
し

つ
、

あ
る
こ
ご
は
、
明
か
に
講

め
得
ら
る

、
。
交
通
機
闘
、

金
融
機
關
等
の
鞍
達
す
る
に
從

っ
て
、
黒
地
問

に
於
け

る
資
金

の
移
動
は
次
.第
に
敏
活

ε
な
り
、
從

っ
て
理
論

第

二

衷

明
治
三
十
六
年
-

開
治
四
十
五
年

大

正

二

年
1
大

正

†

一
年

前

期

後

期

の

比

較

奪

r

貸
付
日
歩

宅

)

　

く

　ノ

東

京

大

阪

酬
鞘

一三
〇

一=
一

一
.
冤

一三
七

～=
三

1
,
弱
0
、哺

第
十
八
巻

(第
二
號

一
四
入
)

五
四

二

上
金

利

の
場
所

的
相
懸

は
、
経

済

の
進

ル

ε
共

に
次
第

rに
消
滅
す

べ
き
運
命

に
め

る
も
の
な

る
が
、
今
.ま
東
四

市
場

の
利
鞘
が
特

の
纒
過

ε
共

に
次
第

に
接
近
し

つ
、

あ
ろ
こ
ど
は
、
幽
ち
此

の
理
論

慶
事
實

の
上

に
實

謹
す

.

る
も

の
で

あ

る
。
此

の
傾
向

は
、
利
鞘

の
最
も
著

し
く

表
は

る
所

の
前
表

『
谷

に
於
け

る
五

年
」

に
於

て
も
窺

は

る

、
所

な

る
が
、
爾

ほ
之
を

一
尉

明
瞭

な
ら
し

む
る

ノ

た
め
、
過
去
二
十
年
間
を
二
分
し
て
各
々
の
李
均
利
鞘

を
示

せ
ば
、
左
表
の
如
き
蜀
照
を
な
し
、
殊
に
割
引
日

歩

ε
常
座
預
金
日
渉

に
於
て
、
著

し
く
後
期
に
於
け
る

鞘
寄
の
事
實
を
示
し
て
居
る
。

割
51
日
歩

(き

～

一

東

京

大

阪

利
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言

八
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一

天

三
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1
嵩
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利
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五
三
六

匪

内

一

二
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五
茜

導
玉

一

兄[δ

利
鞘

の
攣
動
に
聞
し
第
三
に
興
味
め
る
事
實
は
、
金
.
表

に
於
て
看
取
せ
ら
る
、
如
く
、
金
利
上
向
の
場
合
に

禦
噸
欝

欝
騨

蒲

馨

欝
臥
　醸

擁

鞭
鍵

鷲
翻

短
し㌍坦

圃



降
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
關
係
は
左
表
の
如
く
上
向
の
一一

八
年

ε
下
向

の
八
年

ご
を
比
較
す

る

こ
ご
に
依

っ
て

、

第

三

表

貸
付
月
歩

モ
)

割
引
日
歩
(毎
)

と
レく

　

　

ダ

東
京

L

餌
漕

三
†
七
年

『
明
治

三
+
パ
年

上

、明
浴
四

+

無

向

明
漕
四
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四
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五
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雑

録

東
西
金
利
市
場
の
相
違
に
就
て

上
向

ご
下
向
ξ
の
比
檬
牽

一
、
八

之

に
俵
り

て
窺
は

る

、
和

ぐ
、
何

れ
の
年

に
於

て
も

金

利
下
向

の
場

合
ば

上
向

の
年

に
比
し
、
よ
り
人
な

る

利
鞘

を
表
し
、
華
均

に
於

て

一
、
四
倍
乃

至
二
、
四
倍

を

示
し
て
居

る
。
唯
常
座
預

金

に
於

て
ば
此

の
傾
向
は
殆

ん
ご
表
は

れ
〔
居
な

い
。

以

上
は
栗
四
金
利

の
相
違

を
時
間
的

に
観

た
も

の

で

め
る
が
、
此

の
利
鞘
關

係
は
、
金

利
の
種
類
を
異

に
す

.

る
に
よ
り
て
如
何

に
現

は

る

、
で
あ
ら

う

か
P
貸

付

、

割
引

、
定
期
預
金

、
常
座

預
金

の
昏

々

に
於

て
、
右

に
.

述

べ
た

る
利
鞘

の
時
間
的
製

動

は
、
そ

の
何
れ

に
も

現

は
る

、
所
で

あ
る
が

、
併

し
金

利
の
麺
類

を
異

に
す

る

に
從

っ
て
其

の
張
弱

じ
差
等

あ

る
存
免

れ

搬
。
例

へ
ば

前
描
第

一
表

に
よ
り

て
明

か
な

る
如

く

.
利
鞘

の
最

大

な

る
は
當
座

預
金

で
あ

っ
て
、
貸
付

及
び
割
引

こ
れ

に

次
ぎ
、
定
期

預
金

に
於
て
最
小

の
利
鞘

を
示

し
て
居

る

換

言

せ
ば
、
東
京
は
大
阪

に
比

し
罵
期
預
金

に
於
け

る

リ

ヤ

よ
り
も
営
庭

預
金

に
於

て
よ
り
高

く
、
割
引

に
於
け

る
一

策
+
入
巻

(第
二
號

一
五
〇
)

五
四
四

二
、
四

〇
、
艶

一
、
四

や

め

よ
り
も
貸
付

に
於
て
よ
り
高
利
を
示
し
て
居

る
。

さ
う

し
て
利
鞘

の
伸
縮
が
最
も
著
し
く
現
は
る

、
は
貸
付
で

あ
り
、
割
引
及
び
定
期
預
金
之
に
次
ぎ
、
静
座
預
金
に

於
て
は
殆
ん
ご
伸
縮
を
示
し
て
居
ら
露
。
之
に
反
し
て

鞘
寄
傾
向
の
最
も
顯
著
な
る
は
、
第
二
表
に
現
は

る

、

が
如
く
割
引
及
び
當
座
預
金
で
あ

っ
て
、
貸
付
及
び
定

期
預
金
に
於

て
は
此
の
傾
向
は
微
弱
で
あ
る
。

罵

、

東
四
金
利
市
場
の
相
場

に
就

て
更
に
興
味
あ
る
事
實

は
、
両
者
が
そ
の
墾
動
の
状
態
を
異

に
す
る
こ
ε
で
め

る
。
定
期
預
金
、
常
座
預
金
は
姑
一
措
き
.
貸
付
及
び

割
引
に
就
て
観

る
に
、
何
れ
に
於
て
も
東
京
は
大
阪
に

渡
し
著
し
く
鈍
性
を
呈
す

る
。
第

一
に
各
月
の
聞

に
起

る
小
動
揺
は
、
大
阪
に
於
て
甚
だ
し
く
鏡
敏
に
表
は
れ

て
居
る
。
余

は
こ
の
小
動
揺
の
鋭
鏡
を
比
較
せ
ん
た
め

省
月
金
利
の
差
額
即
ち
.小
動
揺

の
歩
み
を
合
計
し
て
第

四
炭
を
得
た
.

第

四

衰

り



'

明
治

三
十
六
年

明
治

三
十
七
年

明
治
三
十
入
壁
・

明
治
三
十
九
年

明
治
四

+

隼

明
治
四

+

一
年

明
治
四
+

二
年

明
治
四
十
三
年

明
治
四
十
四
隼

明
治
四
+
五
年

/暮

傷

東
京老昌0量　六元翌琵琶

一
九

封
二

大
阪壷鑿毫六〇

δ

二
四
】…
渠六E発竺

比
較
[
、
八

四
、
七

一
、
七

一
、
七

三
、
互

O
、
九=

一
、
(

一一、
置

一
、
O

碑

傷

東

京茜冒=三層築
三
陣

胃…Ω薯莞H一八
{二

.

大
阪美葺

六
八

倉=
〇六八茜罠蓑六七

比
較
一
、大

モ

四
一
、(

一
、六

　「
二

一「、三
一
δ一£

二
δ=

即
ち
貸
付
日
歩
に
就
て
観
る
に
、
明
治
四
十

一
年
、

明
治
四
十
五
年
に
於
て
輕
微
な
る
例
外
を
認
む
る
の
外

其
他

の
年
に
於
て
は

大
阪
は
東
京
に
比
し

一
、
一
倍
乃

至
四
、
七
倍
の
小
動
播
を
示
し
、
全
鵤
に
於

て

一
、六
倍

を
示
す
。
割
引
日
歩
に
於
て
も
亦
、
;

二
の
輕
微
な
例

外
を
除
け
る
他
は
総
て
大
阪
に
於
て
人
な
る
動
揺
を
示

し
、
全
禮

に
於
て

一
倍
半
の
割
合
を
示
し
て
居

る
。

笛

二
に
数
年
毎
に
起
る
大
愛
動
も
亦
.
大
阪
は
東
京

に
比
し
遙

か
に
人
な
る
振
幅
を
示
す
。
金
利
愛
動
の
画

策

五

表

雌

雄

東
西
金
利
市
場
の
相
違
に
魏
て

大
正
二
年

大
正
三
年

大
正
四
年

大
正
五
年

大
正
六
年

大
正
七
年

大
正
入
.年

大
正
九
年

大
正
+
年

合

計

鍵

付

日

歩

ー

ー

東
京莞三六四一

四
四=三　E益

四
二

七
巴

大

阪茜
「
匿

.

吾{信一商売

ゼ
八

一
〇
…八

六
り

=
尖

比
較

一
、
夫

「
、
二

[
三

一
、
五

二
、
二

「
九

一一
、
四
三一、

四
=
(

愉

∫呈

東

京　西三η
蔑完茜二七酋六七〈三

九
只

大
阪杢全室ヨ

〇
三
(

↓三諺茜
三
六

亙
く
(

比
較

[
、
八

一三
〇
、
九

一一
、
ゼ三

一
、
二

一
、
O

一
、
0

一
、
五

一
、
五

に
於
て
ば
東
.四
の
利
鞘
は
甚
だ
し
く
相
接
近
す
る
に
反

し
、
鍵
動
の
谷
に
於
て
は
利
鞘
は
著
し
く
増
大
す

る
窪

い
ふ
事
實
は
既
に
述

べ
た
る
が
h
.此
の
事
は
即
ち
大
阪

が
東
京

に
比
し
遙
か
に
深
.き
谷
を
掘
り
、
從

っ
て
そ
の

振
幅
を
人
な
ら
し
む
る
こ
ε
を
意
味
す

る
。
今
別
に
此

の
振
幅
を
比
較
す
る
た
め
に
、
各
々
の
谷
よ
り
山

に
至

.

る
上
昇
、
及

び
山
よ
b
谷

に
至
る
下
降
を
表
示
す

れ
ば

次
の
如
く
な
る
。

錦
十
八
巻

(第
二
號

一
五
一
)

五
四
五
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難

臨

東
西
金
利
曙
場
の
相
違
に
蔵
て
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穴

て
蕊三

一
、四

[
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四
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三
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　東

京
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-↓
悪
血

+

五
.乱

]δ
O
I
美
U

+

究
O
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+

九
〇

四
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五
四

+

九
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〇
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血
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茜
釦
1

=
「

二
　死
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酉
ゼ
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九
二

三
〇
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「三
唱
-

菖

-

全

引

日

歩
〔毛
)

i

1
1
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大

阪

ー

ー

石

』
一
垂

五

一
三
-
⊥

芙
晶

三

ロ
ー

壽

・ハ

=
葬
i
.寓
し
昌

量
五
i

一ゴ

柔
肌
一

三
〕

二
　只
一

;
兄

哥【〇
三
.
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死

+

金

牽

九二

+

=
穴

+

=
茜

+

=
四
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八
幽

-

一
旨

-

九
二

ー

八
四
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δ

　「

攣
動
地
を
一

五

一
、五

一
、
三
=一、

三

【
、
五

一
、三三

【
、
二

.

一
-
二

足

に
由

b
て
観

れ
ば
、
上
昇

に
於

て
も
下
降

に
於

て

見

し
得

ら

る

、
事
實
は

、
第

　
に
、
東
京
金

利
は
大
阪

も

、
唯

一
の
例
外

を
除
.き
て
大
阪

は
常

に
人
な

る
受

動

金

利

に
比
し
常

に
上
鞘

を
示
し
、
第

二
に
、
此

の
利
鞘

を
示

し
、
東

京

に
比

し
牛
均

　
、
二
倍

乃
至

[
、
四
倍

の

は
常

に

】
定

不
攣

の
も
の
で
は
な
く

て
、
攣
動

の
山

に

割
合
を
見

せ
て
居

る
。

さ
う

し
て
此

の
振
幅

の
粗
蓮

が

於

て
若

く
は
山

に
至

る
途

中
に
於

て
小

さ
く
、
谷

北
於

年
次

の
進

む

に
從

っ
て
次
第

に
減

少

さ
れ

つ
、
あ

る

こ

て
若
く

は

谷

に

至

る
途

中
に

於

て
大

な

る

も

の
で
め

ご
も
、
亦

一
二

の
例
外

を
除

き
て
明
ら

か
に
認

め
ら

る

り

、
第

三

に
、
此

の
如

く
掛
者

の
利
鞘

は
絶

え
ず
伸
縮

＼
所

で
あ

っ
て
、
此

の
事
は
即

ち
既

に
遠

べ
た

る

一
般
.
し

つ
、
あ
る
に
も
拘
ら
す

、

一
般
的

に
は
特

の
純

過

ξ

的
鞘

寄

の
傾
向

を
裏

書
す

る
も

の
で
あ
る
。
一

共

に
互

に
相

接
近
す

る
傾
向

を
有

す

る
も

の
で

あ
る
。

屋
、

此

の
第

二
及
び
第
三

の
結
果

ざ
し

て
第

四

に
、
藪

年
毎

以
上
過
去

二
十
年
間

に
亘

る
統
計
的

研
究

の
結
果

獲

に
起

る
大
受

動

の
振

幅

は
大
阪

に
於

て
遙

か
に
人
な

る

0



'

の
み
な
ら
す

、
第
五

に
、
.
各

月
に
於
け

る
小
動
描

も

亦

大
阪

に
於

て
遜

か
に
顯
著

で
あ

る
窪

い
ふ
こ
ε
是

で

あ

る
。
然

ら
ば
是
等

の
事
實

は
如

何

な
る
事
情

に
基

い

て

生

れ
蒙

る
も

の
で
あ
ら
う

か
劉

若
く
は
如
何

な
る

理

論
上

の
説

明
を
翼

ふ
る
も

の
で
あ
ら
う

か
P

第

一
に
、
東

京
金

利
の
事
蜜

に
射

し
て
は

、
從
來

幾

多

の
理
由

が
説
明

さ
れ
て
屠

る
。

横
濱
正
金

銀
行
調

査

課

よ
り
出

で
陀

ス
『
コ
ー

ル
取
引

の
研
究
」
に
は
、
東

京

上
鞘

の

原
因

ξ
し
て

九

つ
の

事
由
を

紹
介

さ
れ
て

居

る
。
是
等

の
諸
原
因

の
中

、

コ
ー

ル
に
特
有

な

る
も

の

及

び

一
時

的
原
因
.ε
認
む

べ
き
も

の
を
除

さ
、

一
般

的

原

因

に
験

す

る
も

の
を
探

ぐ
れ
ば

次

の
三
項

で
あ
る

。

蓋

し
東

駅
上
鞘

の
現
象

は

コ
ー

ル
の
み
な
ら
す
.維

て

の

金

利

に
於

て
認

め
ら

る

、
所

で
あ
り
、
且

又
其
は
輩

に

一
跡
的

な

る
現
象

で
は
な

い
か
ら

、

コ
ー
ル
に
特
有

な

る
原
因

若
く
は

一
聴
的
な

る
原
因

は
、
此

の
場

合
左

ま

で
重
要

な
も

の
蓬
は

思
は
れ
な

い
か
ら

で
あ
る
。

『
(
四
)
大
阪

は
商
取
引
活

溌
な
る
上
資
金
移
動

の
度

数

頻
繁
敏

浬

に
し
て
、
資
金

の
殻
用

㍗
獲

得
す

る

こ
ε

多

き

事
。
」

.

雑

録

東
酉
金
利
市
場
の
相
違
に
腕
て

『
(
五
)
大
阪

の
銀
行

は
鎌
鐙
の
利
を
も
輕
幌
せ
す
顧
客

に
は
利
子
を
羅
廻

る
風
習
あ
b
、
:
…
・然

る
に
東
京
の

銀
行
は
官
僚
風
に
し
て

一
流
二
流
三
流
の
別
め
b
、
相

互
の
間

に
溝
渠
を
設
け
歩
合
の
高
低
に
拘
ら
中
容
易

に

取
引
せ
す
云
々
』

『
(
七
)大
銀
行
に
於
け
る
最
低
利
率
の
申
合
せ
は
東
京

、

は

一
銭
三
厘
な
る
に
、
大
阪
に
於
て
は

一
銭

一
厘
に
し

て
(大
正
十

一
年
八
月
二
十
五
日
獲
行
當
時
現
在
)大
阪

り

の
方
低
率
な
る
爲
め
諸
々
」

余
の
見
る
所
に
依
れ
ば
、
是
等

の
説
明
は
未
だ
十
分

な
も
の
ξ
は
思
は
れ
な

い
。
第

　
に
大
阪
は
東
京
よ
り

も
『
資
金
の
妓
用
を
装
撰
す
る
こ
`
多
き
こ
ε
」
が
畢
實

で
あ
る
ε
し
て
も
、
此
の
前
提
か
ら
は
必
ず

し
も
金
利

安
の
結
論
は
出
な
い
で
あ
ち
う
。
何

ε
な
れ
ば

『
商
取

引
活
骸
」
な

る
た
め
資
金
の
敷
用
人
な
る
大
阪
の
事
業

家
は
、
反
劃
の
立
場
に
あ
る
東
京
の
事
業
家
に
比
し
、

一
層
大
な
る
利
子

の
負
撚
に
耐
え
得

る
か
ら
で
あ
る
。

蓋
し
利
子
學
説
の
如
何
に
拘
ら
す
、
實
際

に
於
て

『
利

子
は
利
潤
の

一
部
で
あ

っ
て
、
資
本
の
使
用
者
が
自

分

の
懐
に
入
れ
る
代
㌧
に
資
本
の
所
有
者

に
支
佛

ふ
所

の

蕩
+
熟
蕃

(曙
二
號

混

毛

五
四
毛

1)横 慣 正 金銀 行 調 査 課 コpル 取 引 の 研 究PP-as-SO・

層r
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」

噛

鞭

鎌

東
西
金
利
市
場
の
椙
違
に
就
て
-

部
分
で
あ
島

か
ら
・
第
二
に
最
低
利
奮

筆

箱

違
あ
る
こ
ε
も
亦
事
實
で
あ
る
が
、
併
し
實
際
に
於
て

そ
れ
が
如
何
な
る
程
度
ま
で
違
守
さ
れ
っ
、
あ
る
か
穿

第

一
に
問
題
で
あ
り
、
且

つ
そ
れ
が
確
實
に
逡
守
せ
ら

れ
た
り
`
し
て
も
、
實
際

の
利
率
は
此

の
最
低
牽
よ
り

も
遙
か
に
高
き
所

に
於
て
動
揺

せ
る
も
の
で
あ
る
の
み

な
ら
す
、
根
本
の
問
題
は
寧
ろ
何
故

に
此

の
如
き
協
定

率
に
於
て
既

に

一
定
の
利
鞘
を
有
す

る
か
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

官

ふ
ま
で
も
な
く

「
金
利
の
高
さ
は
貸
付
資
本
の
需

の

要

ε
供
給

ピ
に
依

っ
て
定

ま

る
」

も

の
で
あ

る
。
併

し

乍

ら
此

の
法

則
も
亦

、
経

済
學

に
於
け

る
他

の
多
く

の

法
則

ε
同
じ
く
、
「
他

の
事
情

に
し

て
同

一
な

る
限
り
」

(∩
匡
Φ「冨

醤
二
σ
臣
)

こ
い
ふ
係

件
を
必
要

ざ
す

る
も

の

で
あ

っ
て
、
實
際

に
於

て
、
金

利
の
時
間

的
攣

動

の
場

合

に
は
此

の

條

件
を

具
備
す

る

こ
ざ
が

多

い

け

れ
ざ

も
、
其

の
場

所
的

異
同

の
場
合

に
は

、
多
く

の
場
合

に

於

て
此

の
條

件
を

具
備

し
な

い
。
從

っ
て
金

利
の
時

間

的
受
動

が
主

ご
し

て
需
給
關
係

に
よ
b
惹
き
起

さ
る

、

に
反

し
、
金

利

の
地
方
的
異

同
は
寧

ろ
『
他

の
事
情
」
に

第
十
ん
巻
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依

っ
て
定
ま
る
場
合
が
多
い
。

一
隅
内

に
於
て
、
金
融

の
中
心
地
を
蓮
ざ
か
る
に
從

っ
て
、
金

利
漸
騰
の
傾
向

あ
る
こ
ご
は
、
何

れ
の
國
に
於

て
も
認
め
ら
る
、
所
で
.

あ
る
が
、
同
時
に
、
金
利
の
高
き
是
等
の
遽
隔
地
方
が

資
金

の
供
給
地
で
あ
る
こ
ご
も
亦
、
多
く
の
國

に
共
通

す

る
所
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
場
合
に
は
金
利
の
地
方

的
高
低
は
、
全
く
資
金

の
需
給
關
係
に
相
反
す

る
も
の

で
あ
る
。
今
ま
東
京
が
大
阪

に
比
し
金
利
高

の
傾
向
を

有
す

る
事
實
に
就
て
見
を
も
亦
、
資
金

の
需
給
關
係
か

ら
説

明
す
る

こ
ε
は

困
難

の
様
で
め
る
。
何
ε
な
れ

ば
、
極
め
て
大
ま

か
に
謂
ふ
な
ら
ば
大
阪
は
資
金
の
需

要
地
で
あ
り
、
東
京
は
其

の
供
給
地
で
あ

っ
て
、

一
般

ヤ

ミ

に
資
本
の
東
流
よ
り
も
西
流
の
傾
向
が
よ
り
強
い
の
で

あ
る
か
ら
、
供
給

に
比
し
需
要
の
多

い
大
阪

が
金
利
安

…
で
あ
り
、
之

蓬
反
封
の
東
京
が
金
利
高
で
あ
る
べ
き
筈

一
が
な

い
か
ら
。

余

の
見

る
所
に
依
れ
ば
、
東
京
上
鞘
の
事
業
も
亦
、

資
金

の
印
面
給
關
係
よ
り
は
宜
了
ろ
『
他

の
事
情
」
に
俵

っ
て

起
る
も
の
＼
様
で
あ
る
。
『
他

の
事
情
」
ε
は
、
資
金

の

一
第

一
次
的
供
給
看
た
る
預
金
者

ざ
、
第
三
次
的
供
給
者

2)RudolfHilfercling,DasFinanzkapitalS.107.

3)RudolfHilferdiDg,a.a.O.S,iO8.
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に
し
て
第
二
次
的
需
要
潜

に
る
銀
行
家

ε
、
第

一
次
的

需
要
轡
た

る
事
業
家
ご
.
是
等
三
者
の
性
質
が
、
東
西

相
異

る
事
情
を
意
味
す

る
。
第

一
に
東
京
に
於
け
る
預

金
看
は
、
華
族
富
豪
官
廃
官
吏
等
比
較
的
打
算
し
疎
き

階
級
に
旙
す
る
も
の
多
数
な
る
が
、
之
に
反
し
て
大
阪

の
預
金
者
は
、
理
財
に
長
け
た
る
商
人
階
級
の
多

か
る

べ
き
こ
ε
は
容
易
に
想
鯉
さ
る
、
所
…で
あ
る
、
此
の
如

き
預
金
者
の
性
質
の
相
建
は
、
之
を
相
手
ざ
す

る
銀
行

家
の
態
度
に
も
亦
必
然
に
相
違
を
生
じ
て
、
金
融
業
者

ヤ

へ

の
問

に
於
け
る
競
事
は
、
後
者
に
於
て
よ
b
烈
し
か
る

.

べ
き
筈
で
あ
る
。
預
金
争
奪
、
協
定
建
反
の
聲
が
大
阪

モ

も

金
融
界
に
於
て
よ
り
臆

し
き
理
由
は
、
金
融
業
煮
の
素
.

質

に
よ
な
よ
り
も
、
寧

ろ
多
(
預
金
者
の
素
質
の
相
違

よ
り
凍
る
`
見

る
べ
き
で
あ
る
Q
此

の
如

き
事
情
の
存

す
る
た
め
に
、
東
京
上
鞘
の
現
象
は
各
種
の
金

利
に
就

て
認
め
ら

る
＼
中

に
も
、
定
期
預
金
の
利
鞘
の
み
は
甚

だ
し
く
両
者
相
接
近
す

る
の
事
實
留
示
す
も
の
で
あ
ら

う
。
第
二
に
東
酉
事
業
家
の
信
用
程
度
に

一
般
的
相
建

あ
り
ゃ
否
や
は
、
遽
か
に
断
ず

る
こ
ε
は
困
難
で
あ
る

が
、
併
し
砺
者

の
刷

に
預
金
者
に
於
け
る
ε
同
C
意
味

雑

録

東
西
金
利
市
場
の
相
遽
に
就
て

の
相
違

の
存
す

る
こ
ε
は

、

一
般

に
認

み
ら

る

、
所

で

あ

る
。
例

へ
ば
数

多

の
銀
行

に
取
引

を
有

し
て
互
.に
競
」

令

せ

し
む

る
が
如

き
、
零
醇

な
る
資

金
も
猶
豫
な

く
利

用

す

る
が
如
き
、
錙

銖

の
利

も
争

っ
て
争

奪
す

る
が
如

き

、
俗
語

に
獄爪
調

『勘

定
高

い
』

黙
に
於

て
は
、
一果
【凧

の
事
業
家

は
確

か
に

↓
ル
を
譲
ら

ね
ば
な
ら

撮
。
第

三

に
此

の
如

く
性
資

の
異

な

る
顧
客

に
園
続

せ
ら

る

、
銀

行

家

の
彼

等

に
罰
す

る
態
度

も
亦

、
必

然

に
相
違

せ
ざ

る
を
得

沁
。
『
大
阪

の
銀
行
は

…蝋
鎌

の
利
を
も

輕
睨

せ

す

…
…
策

京
の
銀
行

は
官
僚
風

に
し
て
…
…
歩
合

の
高

低

に
拘
ら
す
容
易

に
取
引

せ
す

・・…
・」

ご
構

せ
ら

る
＼

断

獄

で
あ

っ
て
、
要
す

る
に
事
業

家
も
銀
行
家
も
大

阪

ヤ

へ

に
於
て
は
よ
b
経
済
的
に
出
来
て
居
る
こ
蓬
は
事
實
で

あ
る
。
此
の
如
き
相
蓮
は
、
金
融
逼
迫
し
て
銀
行
の
警

戒
嚴
重
を
要
す

る
場
合
は
別
ε
し
て
、
金
融
覆
没
の
場

合
若
く
は
其
の
傾
向
め
る
場
合
に
は
、
急
激
.に
金
利
下

落

の
勢
を
作
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
こ
れ
東
京
が
常

に
金
利

高
を
示
す
の
み
な
ら
す
、
其

の
利
鞘
が
、
金
利
の
山
善

一
は
山

に
至
る
途
中

に
於
て
小
さ
く
、
之
に
反
す
る
場

合

に
署
し
く
増
大
す
る
こ
い
ふ
事
實

の
生
れ
る
最
も
ま

錆
十
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」
.

蕪

録

東
西
金
利
市
場
の
相
違
に
就
て

要
な
る

原
因
で

あ
ら
う
。
さ
う
し
て
此

の
魏
ぐ

預
金

者
、
銀
行
家
及
び
事
業
家
の
三
者
の
性
質

に
相
違
あ
る

こ
ご
は
、
同
時
に
金
利
の
攣
動
及
び
動
揺

の
上
に
相
違

を
示
さ
ね
ば
な
ら
海
。
既

に
述

べ
だ
る
如
丸

大
阪
金

利
鳳
東
京
に
比
し
、
各
自
の
小
動
蠕
に
於
て
も
数
年
の

大
婆
動
に
於
て
も
、
遙

か
に
鋭
敏
な
る
攣
化
を
示
す
も

の
な
る
が
、
此

の
事
は
即
ち
金
融

鴛
關
す
る
三
者
が
、

ヘ

へ

大
阪

に
於

て
よ
b
鋭
敏
な

る
威
銑
を
具

ふ

る
こ
ε
を

反

映

す

る
も
の

に
外

な
ら

漁
。
要
す

る
に
東
西
金

利
市

場

に
表

は
る

、
相
違

の
多

く
は
、
王

ご
し
て
東

西

の
金

融

界
が
西
翠
者

の
所
謂
『
軽
濟

人
」
に
近
似
す

る
程
度

の
如

何

に
依
存
す

る
ご
育

ひ
得

ら

る

＼
様

で
あ
る
。
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